
0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年２月 
 

幕別町企画総務部政策推進課 

 

 

次期幕別町総合計画に係る 

まちづくりワークショップ 

報 告 書 

資料７ 



1 

 

目  次 

 

  １ まちづくりワークショップの概要・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

     実施の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

     実施の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

     実施の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

      (1)ワークショップの進行内容・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

      (2)実施日時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  ２ まちづくりワークショップにおける意見・提案の詳細・・・・・ 12 

  ３ まちづくりワークショップの結果の活用・・・・・・・・・・・ 21 

  ４ まちづくりワークショップ参加者・・・・・・・・・・・・・・ 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2 

 

１ まちづくりワークショップの概要 

 

  実施の目的 

 

幕別町では、新たなまちの総合指針となる「次期幕別町総合計画」（平成28年度

から平成29年度）の策定にあたり、町民の皆さんの声を反映したまちづくりを進め

るため、幕別町について「将来どんなまちになってほしいか」「良いところ、のば

したいところ」「残念なところ、改善したいところ」などをテーマに、まちづくり

の方向性やアイデアなどをいただくことを目的に実施。 

 

  実施の方法 

 

参加者は、町内在住の満 18 歳以上の方を対象に広報紙等により募集した 13 名と、

忠類住民会議の委員３名、幕別町と連携協定を締結している北海道科学大学学生３

名、総合計画策定委員会専門部会の部会長３名の計 22 名で構成し、３つの部門（総

務文教、民生、建設産業）に分かれて、幕別町の「強み」「弱み」について意見を

出し合った後に、「強み」をもっと強くする方法、「弱み」をどのように改善して

いくか、強みにかえる方法について議論し、各部門の発表を行った。 

 

 

  実施の概要 

 

 (1) ワークショップの進行内容 

  ① ワークショップの進め方 

   ・ 本ワークショップでは、ＪＫ法を採用しました。 

   ・ ＪＫ法は、参加者各自の意見をカード（付箋）に記入し、それを分類しな

がら、模造紙に張っていき、同様の意見をまとめたりする手法です。 

  ② 分野別による３つのグループ構成による検討 

   ・ ワークショップでは、まちづくりの様々な分野を大きく３つに分けて部門

を構成した。 

 

   総務文教部門〈キーワード〉 

生涯学習、学校教育、社会教育、芸術・文化、歴史的文化、スポーツ、

レクリエーション、コミュニティ、男女共同参画社会、地域間交流、

住民参加、行財政運営、広域行政、情報通信、協働のまちづくり、定

住促進、広報広聴 

    

民生部門〈キーワード〉 

環境・衛生、省・新エネルギー、墓地、防災・交通安全、消防・救急、

防犯、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、地域福祉活動、社会福

祉、社会保障、保健・医療、子育て 
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産業建設部門〈キーワード〉 

農業、林業、商業、工業、観光、労働、消費生活、土地利用、道路・

交通、住宅・住環境、公園・緑地、上水道、下水道・排水処理 

   ・ 各部門において、幕別町の「強み」、「弱み」について、意見を出し合う。 

・ 各部門において出された「強み」について、もっと強くする方法、「弱み」

をどのように改善するか、強みにかえる方法について議論を行う。 

  ③ 各部門で、意見及び議論の結果を発表 

 

 (2) 開催日時 

  第 1 回 ワークショップ【平成 28 年 11 月 26 日(土) 13:30～15:10】 

   ○ 町長あいさつ 

   ○ 幕別町とは（資料説明） 

○ 第６期幕別町総合計画策定について（資料説明） 

○ ワークショップの進め方（資料説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第２回 ワークショップ(タウンウォッチング) 

【平成 28 年 12 月 17 日(土) 10:00～15:00】 

○ タウンウォッチング（バスに乗車し町内 60 か所の公共施設等をバスの中か

ら視察し、施設概要を説明） 

幕別町役場→幕別町民会館→幕別町農業トレーニングセンター→幕別町

教育委員会→武道館→町立わかば幼稚園→とかち広域消防事務組合十勝広域

消防局幕別消防署→幕別運動公園→幕別パークプラザ→幕別町図書館本館→

保健福祉センター→幕別南コミュニティセンター→幕別小学校→幕別中学校

→ピラ・リ→幕別学校給食センター→十勝東部耕地事務所→ＪＡ幕別集出荷

選別貯蔵施設→役場糠内出張所（糠内ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）→糠内保育所→役場駒畠

出張所（駒畠公民館）→集団研修施設こまはた→丸山展望台(通過のみ）→せ

せらぎ団地→忠類診療所→交通公園→忠類農協→あおぞら団地→あけぼの団

地→プール→忠類体育館→忠類中学校→温泉ホテルアルコ 236→ナウマン象

記念館→道の駅忠類→ナウマン公園→共栄牧場→忠類墓地→ふれあいセンタ

ー福寿→幕別町図書館忠類分館→忠類保育所→忠類学校給食センター→忠類

商工会→忠類小学校→とかち広域消防事務組合幕別消防署忠類支署→白銀台

スキー場→役場総合支所(コミセン､歯科診療所)→忠類浄化センター→依田

公園､老人福祉センター､特別養護老人ホーム札内寮→ホテルグランヴィリオ

→ふるさと館→いなほ公園→札内南小学校→札内中学校→役場札内支所（札

内福祉センター）→札内東中学校→白人小学校→あすなろ学童保育所→札内
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スポーツセンター→百年記念ホール→幕別町図書館札内分館→蝦夷文化考古

館→幕別町役場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (図書館での様子)           (百年記念ホールでの様子) 

 

  第３回 ワークショップ【平成 29 年１月 21 日(土) 13:30～15:40】 

○ ワークショップの進め方（資料説明） 

   ○ 各部門で、幕別町の「強み」、「弱み」について、意見を出し合う。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（総務文教部門） 

幕別町の「強み」          
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（民生部門） 

幕別町の「弱み」          
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幕別町の「強み」        

幕別町の「弱み」        
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  第４回 ワークショップ【平成 29 年２月４日(土) 13:30～16:40】 

○ ワークショップの進め方（資料説明） 

○ 新たな「強み」、「弱み」の意見を出し合う 

   ○ 幕別町の「強み」をもっと強くする方法、維持していく方法、「弱み」を

どのように改善していくか、強みにかえる方法を各部門でとりまとめ 

   ○ 各部門でこれまでの検討結果を発表 

 

 

 

（産業建設部門） 

幕別町の「強み」           幕別町の「弱み」  
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（総務文教部門） 

 

  

 

幕別町の「強み」をもっと       幕別町の「弱み」をどのよ 
強くする方法             うに改善するか、強みにか 

える方法 
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（民生部門） 

 

 

 

幕別町の「強み」をもっと強くする方法           
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（産業建設部門） 

 

 

幕別町の「弱み」をどのように改善していくか、強みにかえる方法        
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幕別町の「強み」をもっと       幕別町の「弱み」をどのよ 
強くする方法             うに改善するか、強みにか 

える方法 
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２ まちづくりワークショップにおける意見・提案の詳細 

 

  テーマ 幕別町の「強み」、「弱み」 

      「強み」をもっと強くする方法、「弱み」をどのように改善するか、強

みにかえる方法 

 

総務文教部門 

強 み 強みをもっと強くする方法 

行財政運営 

・役場が新しい、札内支所新設 

・支所がある 

・町立病院がない 

・役場が耐震化されている 

※ふるさと納税の有効活用 

※新たな借金はしない 

スポーツ 

・パークゴルフ、スポーツセンター、スポーツが

盛ん 

・スポーツ施設が整っている 

・体育館が立派 

・アスリートが多い 

・オリンピック選手が多い 

※アスリートを呼んでスポーツイベントの

開催 

※町民アスリートへの応援大使の起用 

※パークゴルフ場使用料無料の継続 

 

住環境 

・大病院が近い 

・町民の雰囲気 

・自然が多い 

・公園が多い 

・街がきれい 

・交通事故、火事、死亡数 

・除雪が近隣の町と比べて良い 

・まちがコンパクト 

・温泉施設が複数ある 

・コミュニティバス移動手段 

※本町に大きい公園、子どもが遊べる遊具の

充実 

※３地区をつなぐ交通手段の充実化 

 

学校、社会教育 

・高校が２校ある 

・小学校、中学校が多い 

・百年記念ホール 

・歴史の建物 

・学校交流、国際交流 

・生涯学習、図書館の充実 

・特別支援教育支援員の十分な派遣 

※本町、札内の図書館の合併、生涯学習施設

などを充実させる 

※特別支援教育支援員の充実の継続 

※本町での小中高一貫教育の実施 

住民参加 

・ワークショップへの住民参加 

・協働のまちづくり事業が充実 

・広報の充実 

※協働のまちづくりの充実 
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強 み 強みをもっと強くする方法 

定住促進 

・ＪＲが通っている駅が２つある 

・東京へのアクセスが良い 

・人口推移 

・大きなスーパーが多い 

・帯広に近い 

・帯広市のベッドタウン 

・おためし暮らし、定住補助金がある 

 

 

 

 

弱 み 
弱みを改善する方法 

強みにかえる方法 
まちづくり 

・町が３極化している 

・地域間の移動手段が少ない 

・住民意識地域差がある 

・大型スーパーへのアクセス（本町、忠類） 

・コンビニが少ない本町地区 

・忠類の人口減少 

・まちづくりの軸 

・姉妹都市 

・本屋がない 

・人材流出（若年層）町に戻ってこない 

・雇用を生み出せない 

・３地区をつなぐバスがない 

※本町を中心としたまちづくり 

※まちづくりの軸をはっきりさせる 

教育・芸術・文化 

・生涯学習講師 

・歴史・文化の教育 

・学校が多い 

・文化があまり感じられない 

・幕別高校の人気がない 

・高校の支援（給食・放課後の教育） 

・キャリア教育（小・中・高） 

・歴史の生かし方 

・高校生（町民）通学費助成 

・特別支援教育支援員と教諭との連携、研修等 

・高校の進学率（学費補助） 

※幕別高校に普通科以外を設置する 

※高校への補助金を増やす 

定住促進 

・定住促進への積極性がない 

・魅力不足 

・ベッドタウンありき 

・帯広市ベッドタウン、幕別町民の意識が低い 

・インバウンドをしない（外国人） 

※企業誘致の推進、雇用を生み出す 
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弱 み 
弱みを改善する方法 

強みにかえる方法 
コミュニティ・公区 

・公区の加入率が低い 

・意識の差 

・公区が多すぎる（公区長が多すぎる） 

・公区離れが進んできた 

・公区役員のなり手不足 

・まちづくりリーダーが少ない 

・コミバスの乗車率が悪い 

※公区の数を整理統合 

※公区への加入をうながすためにメリット

のアピール 

情報 

・広報の話題に片寄りがある 

・情報発信 

・町の知名度が低い 

・町出身の著名人のアピールが少ない 

・ホームページ 

※アスリートを広告塔になってもらう 

※広報紙の話題に片寄りがある、平等にして

ほしい 

行財政運営 

・借金が多い 

・役場の利用者が少ない 

・施設の有効利用 

・近隣センターが多すぎる 

・企業誘致が少ない 

・町の政策が保守的 

・公共施設の老朽化 

・ハード事業が目立つ 

・公営住宅の老朽化 

※利用率の低い近隣センターの見直し 
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民生部門 

強 み 強みをもっと強くする方法 

自然環境 

・公園が多い 

・広い土地がある 

・農地が多い 

・自然豊か（鶴や白鳥も飛来） 

・自然の活用 

・酪農、畑、北海道らしい景観 

※新たな自然体験型イベント、子どもと高齢

者のコミュニケーションの場になるよう

なイベントを企画するとより強みになる 

交通・防災 

・コミバスがある 

・交通事故発生が減少傾向 

・道路の除雪がきれい。でも家の前に置いていく

のをやめて欲しい 

・防災無線の活用設置（忠類） 

・高齢者の防災セット（キット）の配布 

※コミバスは利用者が少ないので何かの企

画と一緒にすることで利用者を増やす 

※除雪をまめにしているから（継続） 

※防災無線はここのまま（継続） 

※防災キットは説明配布がすばらしい（継

続） 

※人口に対して介護サービスが充実 

※サロンが何か所も出来て高齢者の方が楽

しく過ごしているので更に増やして活動

してほしい 

障がい 

・他町村と比べると障害福祉が進んでいる ※まっくざまっくがすごい！支援が行き届

いている（支援員等） 

子育て 

・子育て支援センターの活動 

・中学３年生まで医療費が無料 

・小中学生スキーリフト無料 

・子育てファミリーサポートの活動 

 

※子育て支援センターの活動継続（転入時に

チラシ配布など広報活動強化） 

※医療費中学生まで無料継続 

※小中学生スキーリフト無料継続 

※子育てファミリーサポート活動はもっと

利用してもらえる工夫を（知らない人に預

けるのは不安･･･） 

健康 

・パークゴルフ場がいっぱい。しかも無料（お年

寄りが元気） 

・スポセン等で無料で運動指導 

・図書館が元気（ストレスチェック、イベント） 

・図書館のサービスの充実。子供の集まる場所 

・百年記念ホール（教室、イベント） 

※パークゴルフ無料、スポセン無料継続 

※図書館ストレスチェック、イベント等これ

からもっと企画増やして 

※百年ホール（教室イベント）更にもっと企

画増やして 

介護 

・サロンが何か所もでき、高齢者の方が楽しく過

ごしている 

・人口に対して介護サービスが充実しているほう 

・介護施設が多種に渡っている 

 

全般 

・帯広に近く利便性がある（札内地区） 
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民生部門 

弱 み 
弱みを改善する方法 

強みにかえる方法 
墓地 

・町として合同墓を考えてほしい 

・墓地の活用 

※墓地の活用で花を植えたり、整備してほし

い 

社会福祉 

・福祉活動が目に見えない 

・ボランティアさんがいても上手く活用されてい

ない 

・子供食堂が無い 

※ボランティアがいても上手く活用されて

いないので、社協だよりや、まくべつ便り

の他に何らかの口コミやアピールが必要 

エネルギー 

・太陽光発電の導入の進歩。補助金を知っている 

・バイオマス等の新しいエネルギーの開発 

※太陽光発電の導入の推進（補助金を知って

いるのか） 

※バイオマス等の新エネルギー、駒畠のバイ

オマスに期待 

高齢者 

・高齢者と若者や子供の交流がない 

・介護現場で働く人が少ない 

・高齢者の通院手段が何とかならないか 

・独居老人高齢者の除雪問題 

・免許返納者に対して支援を考えてほしい 

※自宅から帯広市までの通院時補助 

※地域と協働で取り組みを 

※町で働き手の育成や助成 

防災 

・災害時の伝達の仕方 

・洪水の時に避難場所が東の方にない（札内） 

・防災についての講座を各地区で（意識が弱い） 

・避難時の高齢者（独居）不安 

・台風時の防災が弱い 

・防災のしおりがわかりにくい 

※将来の災害時に被災者が出ないように防

災システムを構築すること 

子育て 

・子供が少ない 

・保育所をもっと早い時間からしてほしい 

・少子化（子育てしやすい環境を） 

・本屋さんがない（小中学生が困っている） 

・子育て支援を何かしなければ少子化は止まらな

い 

※子育てしやすい環境づくり 

環境 

・歩道がガタガタ 

・道路のいたみが酷い 

・花が少ない 

・百年記念ホールの芝の部分の活用 

・酪農（特に大規模農家）糞尿処理、ニオイ 

・農地はあるが宅地がない（子育て世帯を呼び込

めない） 

※インフラ整備をもう少し力を入れる 
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弱 み 
弱みを改善する方法 

強みにかえる方法 
防犯 

・交番がなさすぎる 

・消費者行政が分かりにくい 

・防犯が行き届いていない 

・建物が離れていて人の目が届かない 

・防犯に力を入れてほしい 

※弱みだが平和ということか 

※犯罪少ないのか 

介護 

・介護予防や支援に力を入れてほしい 

・介護サービスの「質」を厳しく指導いてほしい 

・元気な高齢者がサービスを利用する前にイキイ

キ出来る場がない 

・包括支援センターや活動が分かりにくい 

 

健康 

・温水プール（通年で使える）がない 

・スポーツが盛んなのに発信されていない 

 

交通 

・大型トラック等車の休む場所が少ない 

・百年記念ホールの駐車場が足りない 

・町を回るのに車が必要不可欠 

・道の駅が無い 

 

医療 

・入院できる病院が少ない 

・救急医療センターが帯広にしかない 

 

ゴミ 

・ゴミの分別が分かりにくい 

・カラスに荒らされないゴミ収集所にしてほしい 

 

その他 

・働く場所がない、少ない 

・町に活気がない 

・町を発信する力が弱い 

・町同士の情報が少ない 

・３つの地区に分断されてなかなか交流がない 
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産業建設部門 

強 み 強みをもっと強くする方法 

観光 

・感動する風景がある 

・自然が多い 

・町、姿、牧歌的 

・日照時間が長い 

・牧場がある 

・野鳥がいっぱい。全国的に珍しい天然記念

物だらけ 

※体感できる農業 

※牛に触れたい 

※自然や風景 

 

文化・教育 

・高校が３校ある 

・いろいろな場所で図書サービス 

・百年記念ホールでジャズとか 

・スポーツ選手で観光ＰＲができる 

・蝦夷文化考古館（大切な文化財） 

・途別小が特認校である 

・児童数は少ない 

※小規模特認校 

※少人数の学級 

 

 

※文化活動にも光を当てよう 

※スポーツは現状維持でよい 

公園・緑地 

・公園の広い所が多い 

・幕別運動公園でスポーツが楽しめる 

・パークゴルフが楽しめる 

・パークゴルフが冬でも楽しめる 

・白銀台スキー場（スキーとソリ（段ボール）） 

・いなほ公園夏の花火 

・ナウマン象記念館と道の駅 

・スキー場がある 

・パークゴルフ場が無料 

・まだ広大な土地がある 

※パークゴルフに新ルールを設定してはどうか

⇒ケンカも減ります 

 

※公園を目的 

別に考えよう 

住宅・住環境・消費・生活 

・施設の密集度 

・大型スーパーがある 

・１時間以内で必要な物が揃う 

・除雪が早い 

・「町」として人口が多い 

・市街地でも静かな環境、低公害 

・帯広市に近い 

・中堅都市のベッドタウン 

・ゴミを毎週きちんと集めてくれる 

・水道水でもおいしい 

・多世代交流の場 

 

農業・林業 

・農業体験のできる（特認校）途別小がある 

・幕別集荷選別、貯蔵施設が初めて見てイン

パクトが強い 

・林業（造林）が確立されている 

・食べ物の生産地、食材が豊富 

 

 

見せ方を工夫しよう!!

（ガイドさん、ガイド

ブック、発信力） 

逆手にとろう!! 

大規模校で出来ない事

がきっとある 

「遊ぶ公園」 

「学ぶ公園」 

「集まる公園」 
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強 み 強みをもっと強くする方法 

道路・交通 

・道路整備がされている 

・まっすぐな道 

・国道が通っている 

・ＪＲが通っている 

・幕別から札内へ向かう山側の道路が道道に

昇格する 

・死亡事故がない（25～27 年度） 

・帯広空港に近い 

・十勝のほぼ中心部交通が便利 

・地域バス運行 

※以上の諸課題がうまくいけば、人が来て、利用

されて、整備されます 

 

産業建設部門 

弱 み 
弱みを改善する方法 
強みにかえる方法 

観光 

・観光客の呼び込み 

・景観を考える意識が希薄 

・立地上通過地帯になっている 

・自然の魅力を広く伝える 

・全国・全道レベルの観光地がない 

・古き良き文化・歴史の発進 

 

※意外と見せ場を 

知らないのでは 

※町民からお金に 

なる材料を公募 

 

※太陽パネルの乱立  あなたは、そんな風景見

たいですか？ 

 

           景観を考えよう！ 

公園・緑地 

・公園の場所が広いわりに遊具が少ない 

・整備された天然林（公園）がない。芝生ば

っかり 

・ＰＧ場の草刈りが雑 

・公園でも粗（自然）のまま 

 

 

※パークゴルフを 

 庶民の手に 

 

 

 

 

 

※受益者負担も考 

 えましょう 

 

農林・産業 

・就職者を呼び込める産業構造になっていな

い 

・生活地と就業地のアンマッチ 

・事業所数が少ない 

・一次産業の付加価値が低い 

・工業団地利用の促進、太陽光熱になりすぎ 

・農業後継者対策を急ぐ 

・子どもの職業見学（貯蔵施設とか） 

 

 

※後継者不足です!!  

 

 

町民みんなが宣伝

屋になれます 

セミプロ化した人

たち嫌い 

子ども達と楽しめ

ませんよ 

世代をつなげまし

ょう 

団体からはもらう 

将来に向けて維持

するために 

食農教育の時間が

とれない 

成人式世代への具

体的なＰＲ 
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弱 み 
弱みを改善する方法 

強みにかえる方法 
住環境・コミュニティ 

・防災のノウハウが弱い 

・高い上下水道料金 

・空き家、土地の利用 

・住民活動（コミュニティ）低下（近隣セン

ター利用） 

・百年記念ホール室温低過ぎ（節電は理解す

るが） 

・スポーツも音楽（文化）が充実しているこ

とのアピール（移住者へ） 

・公区加入率の低下 

・ジャズでの交流について、子供同士のコミ

ュニティまたは住民の生涯教育 

・近所の人との認識共有 

・「がん」検診率が低い 

 

 

※災害対策とか 

道路・交通 

・老人福祉センターから道路に出る所が暗く

て危険 

・途別川にかかっている橋の中が狭い 

・札内新北町から更別道々へ行く道路幅が狭

い 

・ＪＲ駅の利用者が少ない 

・バスの本数が少ない 

・コミバスＰＲ不足（利用者少） 

・やっぱり自家用車が必要 

 

消費生活 

・幕別本町にスーパーが少ない 

・帯広、都会、外国で消費されている 

・地元産品に親近感がない 

・地元産品を食べられる飲食店がＰＲ不足 

 

まとめ 

・何かをしてもらうかではなく、何ができるかをみんなで考えましょう 

・そのやり方をまずつくりましょう 

 

 

 

 

  

今だから伝わる!!スピ

ード感!! 
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３ まちづくりワークショップ結果の活用 

 

  今回、第６期幕別町総合計画策定にあたり、まちづくりに町民に方々の声を反映

し、町民参加の機運を高めることを目的に、また、幕別町と連携協定を結んでいま

す北海道科学大学の学生さんにも参加を頂き、まちづくりワークショップを開催い

たしました。 

  今回のワークショップでいただいた意見やアイデアは、次期総合計画の基本計画

策定の参考資料として活用していきます。 

 

 

４ まちづくりワークショップ参加者 

 

№ 氏    名 備  考 

１ 小 澤 直 輝 総務文教部門 

２ 野 澤 一 盛   〃 

３ 伊 藤 良 之   〃 

４ 堀    浩 子   〃 

５ 横 山    宏   〃 

６ 赤 石 裕 元   〃 

７ 伊 東 奨 真   〃 

８ 武 田 健 吾   〃 

９ 前 野 義 雄 民生部門 

10 柳    美智代  〃 

11 直 江 裕 子  〃 

12 大 石 洋 子  〃 

13 小野寺 真己  〃 

14 甲 斐    匠  〃 

15 新 居 友 敬  〃 

16 森       晃 産業建設部門 

17 生 出    勝  〃 

18 嶽 山 信 行  〃 

19 安 藤 幸 夫  〃 

20 菅 原 政 成  〃 

21 森   祐夏子  〃 

22 萬 谷    司  〃 
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参加者のみなさんありがとうございました。 

 

 

 

 


